
第５期（令和３年度～７年度）
「北海道観光のくにづくり行動計画」の概要

「観光立国北海道」の再構築

 安 定 し た 観 光 入 込 客 数 の 増 加 に は 、

災 害 や 感 染 症 、 国 際 情 勢 な ど に よ

る 影 響 の 縮 小 化 が 必 要

 観 光 消 費 単 価 向 上 に は 、 モ ノ 消 費

か ら コ ト 消 費 へ の 流 れ へ の 対 応 が

必 要

 ウ ィ ズ コ ロ ナ ・ ポ ス ト コ ロ ナ 時 代

を 見 据 え た 新 た な 旅 行 ス タ イ ル を

定 着 さ せ て い く こ と が 必 要

基
本
的
な
施
策

目
標

令 和 ３ 年 ( 2 0 2 １ 年 ) 1 1 月

４ 特に注力する施策展開の方向性

３ 計画期間内の基本的な考え方

１ 北海道観光の現状と課題

２ 北海道観光が将来的にめざす姿

指 標 単 位 分 類 R2目標 R1実績 達成率

観光入込客数 万人 合計 6,000 5,277 88.0%

道内客 4,880 4,441 91.0%

道外客 620 592 95.5%

外国人 500 244 48.8%

観光消費額単価 円 道内客 14,000 13,432 95.9%

道外客 76,000 70,773 93.1%

外国人 200,000 138,778 69.4%

満足度 ％ 道内客 47.0 31.6 67.2%

（「とても満足した」と 道外客 57.0 44.3 77.7%

回答する割合） 外国人 64.0 51.3 80.2%

(1) 新北海道スタイル、業種別感染症対策ガイドラインの徹底などによる安全・安心の提供

(2) 広大な自然、密になりにくいアウトドア環境など本道の価値・優位性を再評価

(3) 積極的な情報発信

(4) 環境と共生する観光の推進

ク リ ー ン × セ ー フ テ ィ 北 海 道

(1) 人口減少社会における道内観光の高付加価値化

(2) 地元（道民）からも愛される観光地づくり

(3) 自然環境・食など本道の観光資源のブランド力強化による新規誘客・リピーターの獲得

(4) 富裕層向け商品・サービスの充実による質の向上

(5) AI、IoT等先端技術導入による観光産業の収益構造の改善

量 × 質 の 追 求

(1) 道民の道内再発見、国内旅行の需要喚起

(2) 渡航制限解除等を見据えた海外需要の獲得

(3) 欧米等新規市場の開拓による市場拡大

旅 行 者 比 率 の リ バ ラ ン ス

(1) 本道の自然等を活かしたワーケーションの創造などによる滞在型観光の推進

(2) 「ATWS北海道／日本」を契機に本道の自然・文化等の特性を活かしたアドベンチャートラベルの造成・発信

(3) MICE・IRなど新たなインバウンド等の取込方策の検討

新 し い 旅 行 ス タ イ ル の 推 進

(1) 広域観光の拠点としての道内空港等の利活用

(2) 観光産業を支える人材の確保・育成

(3) 災害時等に観光客の安全・安心に資する基盤の強化

観 光 イ ン フ ラ の 強 靱 化

ウィズコロナ ポストコロナ

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の

状 況 を 踏 ま え た 「 感 染 拡 大 防 止 と

社 会 経 済 へ の 影 響 の 最 小 化 」

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の

収 束 を 見 据 え た 「 新 た な 旅 行

ス タ イ ル 等 の 推 進 」

 新型コロナウイルス感染症の収束時期が見通せない中、将来的に北海道観光がめざす姿に向かって、本計画期間では
感染症の状況に応じた施策展開をしていく。

観 光 地 づ く り 誘 客 活 動 受 入 体 制 整 備

誰もが安全・安心・快適に滞在 持続的な観光関連産業の発展

いつでも！どこでも！何度でも！オンリーワン！自然・食・文化を活かした観光地

施策展開の方向性 指 標 項 目 目 標 値

クリーン×セーフティ北海道 １ コロナ対応の評価(５点満点) 道内客：5点 道外客：5点

量×質の追求 ２ 満足度(とても満足したと回答した割合) 道内客：40% 道外客：50%

３ 観光消費額単価 道内客：15,000円 道外客：79,000円
外国人：210,000円

旅行者比率のリバランス ４ 観光入込客数 道内客：4,880万人 道外客：700万人
外国人：2019年度水準越え

５ リピーター数(2回以上の来訪) 道外客：570万人

６ 道内入込客数の内、宿泊者数 1,074万人

７ 繁忙・閑散期の宿泊延数比率 60%

８ 道央圏以外の宿泊者数 1,540万人泊

新しい旅行スタイルの推進 ９ 観光消費額単価の内、コト消費の割合 道内客：10% 道外客：10%

10 宿泊客延数 国内客：3,500万人泊

11 長期滞在者数(５泊以上) 道外客：112万人

観光インフラの強靱化 12 地方空港利用来道率(新千歳・丘珠以外) 22%

13 北海道アウトドアガイドの資格保持者数 550人以上

14 北海道ＡＴガイドの資格保持者数 100人

５ 目標指標

６ 観光振興に向けた行動指針と役割

道 民

 身近な北海道の魅力を再確認し、
その魅力を広く発信、他

観 光 関 係 団 体

 観光振興の主体として、商品づくり
や人材育成に取り組む、他

観 光 事 業 者

 観光スタイルの変化等流れを敏感に
捉え、長期的視点に立って対応、他

北 海 道 観 光 振 興 機 構

 広域連携ＤＭＯとして、道内観光
マネジメントを推進、他

行 政

 調査データを収集・分析し、観光関
係団体等の取組を支援、他

大 学 等

 観光振興に求められる人材の育成、他

 道民・国民・そして世界からも愛される北海道

 道民が誇りをもって観光地づくりに関与

(HOKKAIDO LOVE!)

 アジアに加え、「ATWS北海道／日本」を契機に欧米

からの高い認知度

 「ビジネス＋観光」でも快適な滞在型の観光地

 道内客・道外客・外国人が共に楽しめる観光地

 国籍・年齢を問わないインフラの整備

 ハードとソフト両面における安全・安心の確保

 道内観光地間を快適に移動できる二次交通

 多言語・多様な媒体での迅速かつ正確な情報発信

 道民の貴重な財産である自然環境や文化を守り育てながら

次の世代につなぐ

 四季を彩る雄大な自然との共生

 高い観光推進機能（マーケティング、プロモーション等）

 観光公害への対応と地域住民による観光産業への理解

 国内外の人が働きたいと思う職場環境

 新たな感染症や災害など不測の事態への強い対応力

 繁閑差(季節・平日休日等)・地域偏在(道央集中)の解消

 旅マエ・旅ナカ・旅アト消費の拡大

 何度来ても満足できる観光地

 質や満足度の高いサービスの提供に向けてのホスピタリティ

向上


